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研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：（科学教育・教育工学）・教育工学 

キーワード：遠隔教育，フィジカル・アセスメントスキル 

 
１．研究計画の概要 

フィジカル・アセスメントスキルは，臨床
看護実践における基本的能力であり，アメリ
カにおいては 1960 年代には看護職者の必須
の技術とみなされた．一方日本においては，
1990 年代に入り急速に導入され，看護大学
教育への導入は 1996 年の聖路加看護大学が
最初であり，歴史は浅い． 

そのため臨床現場において，その能力は未だ
定着していない．夜勤勤務を含む激務をこな
している臨床看護師にとって，教育を受ける
機会を作ることは困難な現状である． 

上述の臨床看護師への実習をともなう遠隔
指導を包括的に支援するためにそれらを克
服する技術の開発とともに，具体的な訓練教
育プログラムの作成が必要である．また，先
行実験をとおして同期型遠隔指導の限界も
見えてきており，非同期型の実習 e-Learning

の総合的な優位性が明確になってきた． 

さらにより一般に動作訓練を伴う学習を
包括的に支援する技術を研究・開発する． 

 

２．研究の進捗状況 

 まず学習支援補助情報として，
AR(Augmented Reality)を応用した客観的
指標の提示による手技の学習支援システム
を設計・試作し，データの取得とフィードバ
ック情報の提示方法を研究し，「触診型動作
の圧力情報の提示システム」，「打診型動作の
加速度情報・圧力情報の提示システム」およ
び「音情報による触診動作の圧力情報の提示
システム」を試作した．さらにそれらを組み
込んだ非同期型 e-Learning システムである
「動作学習のための動画レポート作成・添削
システム」の設計・開発と提案を行った． 

 また，学習者，指導者および学習支援者の

３者それぞれの立場からの学習対象の根源
的・普遍的な認識を目的として， 

UML(Unified Modeling Language)によるフ
ィジカル・アセスメントのモデル化を試みた．
さらに，学習体系全体の把握と学習コースの
選定を主たる目的として学習体系のモデル
化も試みた．これにより，全体系の網羅性の
保証と支援システムの視点からの明確化と
そのデータの蓄積と学習コースの自動生成
も企図し遂行している． 

 

３．現在までの達成度 

研究目標はほぼ順調に成果を上げている． 

 

４．今後の研究の推進方策 
 最終年度である本 23年度の主たる目標は，
これまでの研究成果を統合したシステムの
提案とその実証システムの構築である．特に
研究成果の応用としてのフィジカル・アセス
メントの学習支援環境構築を進める． 
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